
                     

 

 

 

 

 

                     学校長 水野 正人 

２０２６年「午年（うまどし）」がスタートしました。 
昨年は、猛暑等の影響はありましたが、保護者の皆様、並びに地域の皆様のご協力によ

り、予定していた教育活動を実施することができ、子ども達の成長につながりました。あ
りがとうございました。２０２６年もよろしくお願い申しあげます。 
さて、昔から「１年の計は元旦にあり」と言われます。皆様もよく耳にされると思いま

すが、１年の計画を元旦に立てると良い、物事は最初が肝心であるということわざです。 
お子さんは、１年の計として新年の目標をもつことができたでしょうか。また、将来の

目標をもっているでしょうか。目標は立てたけれど三日坊主で終わってしまった…という
話も聞きますが、私は三日坊主でもいいので、まずは目標を立てることが大切だと思いま
す。何かを実現するために３日でも努力できたのなら１歩前進です。もし、もう少し目標
を持続させたいのであれば、目標設定の仕方を工夫してみてはどうでしょう。たとえば
「算数をがんばる」だと、何に取り組んでいいのか曖昧です。でも「１日２０分は学校で
勉強したページを復習する」とか「分からないことがあったらその日のうちに誰かに聞
く」等、具体的な目標にすれば取り組みやすくなります。達成できた日はカレンダーにシ
ールを貼る、シールがたまったらご褒美を考えるというのもいいかもしれません。すぐに
達成が難しい目標であれば、スモールステップで徐々に大きな目標につながる小さな目標
を立て、まずは３日続けてみるといいと思います。なお、目標については公言すると効果
的です。家族や友だちに目標を伝えるとか、紙に書いて部屋に掲示する等、負担になりす
ぎない範囲で子ども自身が自らを追い込んで、努力せざるを得ない状況を作り出すのも一
つの方法です。 
ところで、皆さんは、サッカーＪリーグ鹿島アントラーズの早川友基選手をご存知でし

ょうか。２０２５年シーズンの Jリーグ最優秀選手賞を受賞し、日本代表にも選ばれてい
る選手です。実は、早川選手の母校は向陽小学校です。先日手にした卒業生が残した卒業
文集に、早川選手の将来の夢「プロサッカー選手になる」に、次のように綴られていまし
た。「いつまでも夢を諦めないで努力することが一番の近道だと思うから、どんな道を進
んでも自分が決めなければならないと思う。そのために何ができるかを考えてプレーし
て、何もかもができるように生活からしっかりと取り組んでいきたい。」と。大きな目標
をもち、それに繋がることを考えながら日々努力することの大切さがこの文章から伝わっ
てきます。向陽小の子どもたちが、早川
先輩からエネルギーをもらい、自分なり
の目標に向かって頑張る気持ちをもって
もらいたいと願って、始業式に子どもた
ちにもこの話をしました。 
子どもは無限の可能性をもつかけがえ

のない存在です。今年も、保護者の皆様
と学校の職員で力を合わせ、子どもの良
さを伸ばす取り組みをしていきたいと思
います。本年も引き続きご協力いただき
ますよう、よろしくお願いいたします。 
＊作文の引用については、早川選手、鹿島アントラーズからの許諾を得ています。  画像は J リーグ HP より引用 
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